
○道路付属物は
グレーベージュに統一

４．配慮内容【ステップ３】＜完成（整備前後の写真やコメント等）、計画済・計画中（想定される内容）＞

１．事業概要

令和２年度 個別事例調書「ぐんまの風景を魅せるインフラ整備」（スキルアップチャレンジ）

２．現場の特徴【ステップ１】

・高崎駅東口を起点に玉村町、伊勢崎市、太田市、館林市を経て板倉町に至る延長約58.6kmの主要幹
線道路である。本事業沿線は、田園地帯であり、浅間山等の眺望景観が臨める。

３．事業目的【ステップ２】

①現場から何を見せるのか
浅間山がよく見える

②どこから現場自体を見せるのか
車道から運転者や歩道利用者（歩行者、自転車）から見せる。

③目指すべき目標像
玉村町の玄関口として桜並木植樹と、幹線道路の快適な走行性確保と歩行者の安全な通行帯の確保。

事業名：社会資本整備総合(活力・重点）副道整備工事

区分

道路（郊外部）所属･係名 伊勢崎土木事務所・工務第二係

【路線名】一般国道354号
【箇所】佐波郡玉村町大字福島外地内
【概要】副道整備工事 L=500m

○副道を整備し、周辺土地から幹線道路への
アクセスを良好に保つ。

○玉村町の玄関口として、桜並木を植樹する工夫
また、田園地帯であり、浅間山等の眺望景観が臨める

＜整備後＞＜整備前＞


